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研究成果の概要：教師の発達を支援し、その教育技術習得を支援するために、メンタリングに

よる講話機能、対話機能、ディベート機能、省察機能を組み入れ、教師が各自の暗黙知を対象

化するための研修として教育方法の講座を開発した。この枠組みより研修講座を遠隔による学

習方法による e-learning の手法を用いて、実施した。その結果、現在のネットワーク事情を勘

案するとき、DVD 的研修教材としての活用が有効であることが明らかになった。 

 
 

交付額 

                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

2006 年度 6,600,000 1,980,000 8,580,000 

2007 年度 5,600,000 1,680,000 7,280,000 

2008 年度 3,300,000 990,000 4,290,000 

総 計 15,500,000 4,650,000 20,150,000 

 
 

研究分野：複合領域 

科研費の分科・細目：科学教育・教育工学、教育工学 

キーワード：教師教育、教員研修、メンタリング、e-learning 

 
 
１．研究開始当初の背景 

教職は高度職業人として位置づけられ、そ

れに向けての教師の資質向上がわが国にお

いて重要となってきている。専門職の知識は

「形式知・明示知」と「創造知・暗黙知」に

大別され、これが実践知として統合されて高

度職業人が養成される。教職では形式知はい

わば教科の知であり暗黙知は児童生徒との

コミュニケーション過程において立ち現れ

る認知と技術適応に機能すると言われる。教

師の熟達糧においてこの暗黙知が大きな役

割を果たすのであるが、それが属人的である

が故にその実態はまだ不明なところが多い。

教師の研修においてこの暗黙知を対象化で

き、それが研修において機能すれば、教師の

今後の研修に寄与することができる。属人的

な暗黙知と技術を対象化する方法として、対

研究種目：基盤研究（B） 

研究期間：2006～2008 

課題番号：18300283 

研究課題名（和文） メンタリング機能を組み込んだ e-learning 教員研修システムの開発 

  

研究課題名（英文） Development of teacher training system based on mentoring and 

e-learning  

研究代表者 

生田孝至（IKUTA TAKASHI） 

新潟大学 人文社会・教育科学系・教授 

研究者番号：20018823 

 

  

 

 



 

 

話機能をもつメンタリングが有効と思われ

る。働いている教師が、日常的に研修が可能

な手法として遠隔地においても利用可能な

ように e-learning 的方法をベースとする研

修を検討する。 

 

２．研究の目的 

教師の専門性は、教育過程における教師の

暗黙知に支えられた教育技術にあることが

わかっている。それは従来から経験知ともい

われてきたことであるが、それを明らかにす

る研究が困難であった。この専門的技術の形

成にメンタリング機能が大きな役割を果た

すのではないかとの指摘がなされるように

なった。本研究では、このメンタリング機能

を e-learning に組み入れた教員研修モデル

を、①教員研修の機能分析、②メンタリング

機能の解明、②メンタリングを組み入れた研

修のモデル化、③メンタリング機能を組み入

れた研修教材の開発、④e-learning の手法を

活用した遠隔教育による研修の試行を実施

し、これが専門職としての教職の実践的力量

形成に寄与することを目的とする。 

 
３．研究の方法 

(1) 教師の職能を調査により明らかにする。

教師の職能発達を，発達課題の視野から、教

師への聞き取り調査により明らかにする。年

代により調査対象となる教師を対象に聞き

取りを行い、職能の領域を把握する。 

(2)  メンタリング機能の調査と分析。 実

際のメンタリング過程を記録、分析し、メン

タリングの機能を整理する。具体的に研修者

としての教師がメンターである指導主事や

研究者によりメンタリングをうけ、その過程

を研究者が記録・分析し、メンタリングの機

能を把握・整理する。この過程で、教師は自

分の暗黙知や実践知を対象化する。 (3) メ

ンタリング機能を組み入れた研修プログラ

ムと教材の開発。研修内容を①授業のデザイ

ン，②授業実践の技術，③授業リフレクショ

ンから構成し、受講生との対話による方式を

組み入れた講義方式により、研修講座を構成

する。 

(4)現職教員を対象に、開発した内容と方式

による研修プログラムを、e-learning による

遠隔研修で試行し、その効果を確かめる。 

 
 

４．研究成果 

(1) 教師の職能として、①授業設計にかか

わる技術、②授業実施にかかわる技術、③授

業分析・評価に係わる技術があり、これらが

一校時単位、週単位、月単位、学期単位、年

間単位に適用され、授業技術の発達は短期の

単位から長期の単位への適応に変化し発達

することが明らかになった。発達的には、初

任者段階では一校時単位での課題、数年経験

者では週単位から月単位、１５年経験者では

学期単位から年間単位に渡る課題へと変化

することが分かった。研修はこうした発達課

題に対応する必要性が指摘された。 

(2)メンタリングの事例的分析により、教師

が授業状況を自覚する方法としてメンタリ

ングによる自己覚醒機能が明らかになった。

授業者とメンターとの対話機能により、①教

科固有の課題と授業者個人の教授スキルに

関わる課題が明らかになり、②メンタリング

により授業者に教科と教材に固有の特性の

理解を促進すること、③授業設計、授業構成

への意識化を促進すること、④授業者固有の

思考特性と授業パターンの存在が明らかに

なった。また、④授業後のメンターとの対話

により、授業過程における授業者の認知がリ

フレクションされ、そのことにより教師個人

の課題がクローズアップされ、その課題分析

をとおして課題解決に向けて改善策を検討

することができるようになった。⑤メンタリ



 

 

ングにより授業者は自分の授業をメタ認知

する枠組みに気づき、客観的に授業を省察す

る必要性を認識し、メンタリング効果が実証

された。さらに、⑤メンター機能により、中

堅教師のもつ短期的個別的視野と長期的複

合的視野とが輻輳する重層的思考が促され

ることが明らかになった。この重層的思考の

存在は、初任段階での課題が短期的個別的に

限定されていたが、これが教職経験を積むこ

とにより学期的視野と年間的視野が身に付

き、短期的課題を長期的思考により包含して

把握できることが分かった。このことにより

現職教員の勤務しながらの研修の意義が新

たに確認され、教員研修におけるメンタリン

グ機能の役割が明白になったといえる。 

(3) メンタリング機能を組み込んだ研修教

材を開発した。メンタリングの役割を、講話

機能、対話機能、ディベート機能、省察機能

とし、これらを組み込んだ e-learning 教材

を開発した。①講話機能を組み込むために、

授業者が研修者としての教師と対話する形

式を組み込んだ講義用映像教材とテキスト

を開発した。また、②対話機能、ディベート

機能、省察機能を組み入れたシステムを開発

し、カード構造化法による演習方式で個人の

経験知を可視化しこれによる対話を実施し、

個々人の可視化表現をシステム上で公開す

ることで、研修者間での集団ディベートをす

すめ、これを経て研修プログラムの最終課題

としてこれらを総括して自己の実践知を省

察できるシステムを開発した。 

(4) この教材を実際の教師研修において試

行的に実施した結果、①教師個人のもつ実践

知が把握され、②メンタリングによる自己省

察の役割が具体化され、③研修過程として

「授業の実践への参加」→メンター機能よる

教師個々人の「経験知・暗黙知」の把握と表

現→集団ディベートによる「経験知の共有化」

が促進されることが明らかになった。 
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